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’特集

日本協会石川副会長兼専務理事に伺う

－２００６年世界選手権日本開催と強化へ向けて－

担当：広報部会

Ｈ木協会ｲi川副会長雑専務理洲ま、木年８ﾉｌアメリカ・インディアナポリスで開催され

た男子'1t界選手権大会を視察されました。振興会としては、２００６年に｢１本で開催され

る男子11上界選手権大会への対応や、過｢1発衣された「変革２１」による強化方針について、
直接同氏からいろいろお伺いすることができました。

以下その概要についてご報告致します。

石川武氏

昭和１１年北海道生まれ６６歳、il1If小牧清水高校から'-1本体奇人学へ進み、

卒業後はそのまま同大学に残り講師から教授へ。現在日本体育大学教授兼

バスケットボール部顧問。今年からアジア連盟副1jf諾総長、卿〔アジア連盟

副会長に就任”

－アメリカ・インディアナポリスで開催された世界選手権大会を視察されたそう

ですが、開催会場などの施設はいかがでしたか？

「一つはＲＣＡドームといってインディアナポリスのフットボールチームが持ってい

る４万５千人位収容のドームを仕切った、３万人位を収容できるドーム式体育館と、

約１ｋｍくらい離れたところにある、ＮＢＡのインディアナ・ペイサーズの本拠地コ

ンセコフィールドハウスという体育館とで開催されました。

両会場の間に選手村や役員宿舎、メデイアハウスなどが完備されていて、施設的に

は最高の条件で開催されたと思います。特にコンセコフィールドはテレビ放映や世界

に向けたインターネットなどの設備がそろい、光ファイバー網も完備されて文明の密

度が非常に濃いという感じを受けました｡」

－さすがバスケットの本場アメリカですね。

「本場というよりスポーツコーポレーション的な会社があって、それが街づくりの中

に参加しているという、地域そのものが最初からそのような会社と一緒になって施設

づくりを計画するというやり方だそうです。イベント会場なども大きく多数で、例え

ば練習会場などは４個所設けられていましたが使い切れないほどですし、会議場など

も十分過ぎる程でした。ＮＣＡＡ（全米大学連盟）の全国選手権大会を数多く誘致し

て開催している都市で、ＮＣＡＡの本部もあるところですので、バスケットボールに

対しての熱の入れようは大変なものでした｡」

－今回の大会でアメリカが負けましたがゲームの方はどうでしたか？

「今回のアメリカの敗退は歴史的なものだと思います‘，地元アメリカで開催された世

界選手権で３敗もしたことと、ＮＢＡ選抜が世界的な大会でこんなに負けるというこ

とは、今までにないことであり、我々が感じる以上に大変な屈辱だったことと思いま

す。そのせいか観客もやや少なく最終日でも満員にはなりませんでした｡」

－６－



－優勝はユーゴスラビアでしたが、ヨーロッパのバスケットが強化されていると

いうことでしょうか？

「一概には言えないと思います。ＮＢＡ選抜がベストの布陣ではなかったことや、最

近各国のトップクラスでＮＢＡに採用されていた選手が、自分の国のチームへ帰って

活躍していることなどが挙げられます‘：そういう意味でＮＢＡはアメリカのＮＢＡと

いうより、世界のＮＢＡになってきたとも言えるでしょう。アメリカに勝ったユーゴ

やアルゼンチンは、ＮＢＡの選手が数人いてアメリカのＮＢＡ選抜に臆することなく

堂々と戦っていましたね｡」

－ＦＩＢＡの会議などにも出席されましたか？

「はい。ＦＩＢＡのセントラルボード会議に出席し、現ＦＩＢＡ会長であるセイ・モ

ロー氏（セネガル）にもお会いしました。今回は通常の議題のほか人事についても論

議され、新会長にアジア連盟会長のカールチン・メンキー氏（香港）が選ばれました。

事務総長もスタンコビッチ氏（ミュンヘンＦＩＢＡ本部）からボーマン氏（ジュネー

ブＦＩＢＡ新本部）に変わりました。スタンコビッチ氏は何回も来日された方で日本

通ですが、ミュンヘンの旧本部に残って新事務総長に協力することになっています｡」

－今回専務理事がＦＩＢＡの会議に出席されたことにより、日本のバスケット外

交も大きく前進したのではという印象ですが？

「今まで国際部の方に出席して頂き、それなりにＦＩＢＡとの親交を築いてきました

が、今回は日本が次の世界選手権開催国でありますし、また私がアジア連盟の役職に

就任したこともありまして、直接出向いたほうが良いと考え出かけました。次回開催

へ向けての諸調査とＦＩＢＡとの調整などが主な目的でしたが、お陰様でうまくいき

ました。例えば、次回開催の記者発表会には２００人以上の関係者が集まり大変な盛

況でしたし、レセプションも良かったです。記者発表の開催日設定などもＦＩＢＡが

協力してくれ、２００６年に向けて良いＰＲができました。世界選手権開催について

の諸‘情報を世界に流してくれるのはやはりマスコミだと思いますので、良い宣伝の機

会だったと思っています｡」

－２００６年の世界選手権では“さいたまアリーナ，，以外にも会場が必要と聞き

ましたが？

「まだ公式ではありませんが、ＦＩＢＡのスタンコビッチ現事務総長が記者会見で発

表したところによると、２００６年の世界選手権から開催方式を改め、従来１６チー

ム参加で開催していたものを２４チーム参加とし、６チームずつ４ブロックで１次予

選を行うというやり方に変わりそうです。そうなると“さいたまアリーナ”だけでは

会場をまかない切れず、現在全国都道府県に開催の打診を行っているところです｡」

－次回か’ら開催方式が変わるということでしょうか？

「まだ決定されてはいませんが、ＦＩＢＡでは変えたいと言っています。その理由は

バスケットボールの世界戦略として、参加チーム数を増やし活性化を図りたいという

考えがあるようです。日本が誘致したときは１６チームによる大会でしたので、日本

にも相談を持ちかけられています。

１６チームであれば１会場でもできないことはありませんが、２４チームになると

１次予選に６チームづつ４都市での会場が必要になります。６チームがリーグ戦を行

い、各グループの下位２チームはその時点で帰国してもらうという“ノックダウン方
式',という方法だそうです“次に上位１６チームによる２次予選で、下位８チームは

ノックダウン方式により帰国することになります‘，最後は８チームでトーナメント戦

を行って、１位から８位を決定するというやりかたです｡」

－７－



－さいたま以外にも開催地を募ることになりますか？

「新たな方式では全部で４都市の開催地が必要で、ＦＩＢＡの条件に適合する体育館

の有無や、ホテル、会場へのアクセスなどについて調査検討中です。２次予選以降は

さいたまの１会場で可能ですが、宿泊施設などは不足で東京地区にも求めなければな

らないと思います。ＦＩＢＡの会議などは東京でということになるかも知れません｡」

－２４チーム制ということになると日本はどうでしょうか？

「そんなに甘くないと考えています。アジアでの枠は１チーム増えますが、オセアニ

ア地区やヨーロッパでもチーム数が増えます。オーストラリアやフランス、リトアニ

アなどのヨーロッパ勢は今回出場できませんでしたが、これらの強豪チームがでてき

ますので、日本が１次予選を突破することは大変なことです。

しかし１次予選を突破しなければ、日本で開催する意味がありませんので、これか

ら強化に本腰を入れていかなければなりません｡」

－先日発表された“変革２１，，の強化方針でも具体的に長期目標を掲げています
が、２００６年はどうでしょうか？

「大変だと思います。“変革２１，，はミ二からナショナルチームまで、各年齢層別にエ

ンデバー計画によって一貫した強化を図っていくという長期計画ですから、結果がす

ぐに現れるものではありません。しかしミ二からナショナルまで組織立った強化を行

い、全国津々浦々まで一貫した方針に理解と協力をしていただくとともに、優秀な選

手がいたら強化方針にのっとって育成に取り組んでもらえば将来は明るいと思いま
す｡」

－中学、高校という若いうちからの強化が大切ですね。

「すでに中学、高校ではその方向で強化に入っています。今年はその一環としてウィ

ンターカップの開催期日と場所を変更するという決断をしました。アジアジュニア選

手権は男子がクエートで１２月１０日から１６日まで、女子がタイベイで７月に開催

される予定でしたが、開催国の都合で再三変更され、とうとうウィンターカップの開

催時期と重なってしまいました。特に男子は、来年マレーシアで開催予定のジュニア

世界選手権のアジア予選を兼ねており、該当するトップレベルの選手を派遣しようと

しています。やっと軌道に乗ったウィンターカップ開催を変更するのは大変なリスク

があり本意ではありませんが、国内よりも世界に目を向けて強化を行わない限り、日

本のバスケットボールが発展する道はないと考え、諸方面にご迷惑をおかけするのを

十分覚悟の上、あえて変更に踏み切りました。

協会の強化本部長は尾崎会長ですが、私は会長と常に連絡をとりながら強化の実行

部隊として責任を持って第一線で頑張っていく決意です｡」

－日本協会の強化方針については、全国的な理解と協力が必要と考えますがＰＲ

の方は如何ですか？

「アジアジュニア選手権の開催期日の変更については、私もアジアの役員として相当

折衝しましたが、開催国の事情でどうにもならずウインターカップの開催時期と重な

ってしまい、関係各位にご迷惑をおかけする結果になりました‘，しかしながら、世界

に向けて強化を図るということを是非ともご理解いただいてご協力をお願いしたいと

思います。このような環境については、アジアジュニア選手権に出場する選手は勿論

のこと、役員も含めて、今回の出場は日本全国の協力があってこそのこと、という認

識をもって戦ってもらいたいと思いますⅧこうして日本全国が一つの方向に向かって

努力するという姿勢が大切なのです｡」

－先ほどアジア連盟の役職に就任した由を伺いしましたが､これから大変ですね。

－８－



「今までは国際部の諸先輩が自分の仕事を犠牲にして、バスケット外交を展開してき

てくれましたが、これからは私自身も頑張らねばならないと思っています。後進国と

言われたアフリカも最近は大変レベルアップされ、アジアも日本のみならず全体がレ

ベルアップしていく必要があり、そのために外交面でも頑張っていくつもりです《、

私自身バスケットの仕事は天職だと考えていますので、精神的にはそう苦にはなり

ませんが、勤務に対して１００％甘えるわけにもいかないのが悩みです｡」

－大学の仕事と協会の仕事、更にアジアの要職で大変な激務だと思いますが、世

界選手権開催に向けてこれからも是非ご尽力をいただきたいと思いますが。

「現在では私のバスケットボール歴で最後の大仕事と受け止めています。強化の方も

決して順調ではありませんが､一歩一歩積み上げて粘り強く前進することが必要です。

会長も私も強化についてはプロパーでもあり最大限に取り組んでいきます。

アテネ五輪の予選になるアジア選手権では、男女とも予選突破を目指します。男子

は少しずつ良くなっていますし、女子は世界選手権で少し失敗しましたが、ベテラン

と若手の混合チームで円熟味を増しており、今回を教訓にこれから気持ちを切り替え

て行けば将来は明るいと信じています。２００６年世界選手権の運営という大事な仕

事もありますが、当面日本協会として日々努力しなければならないのは日本の強化だ

と思います。エンデバー計画も更に煮詰めていかなければなりませんし、やはりそれ

らを成功させるためには、日本の頂点であるナショナルチームが羽ばたいてくれなけ

ればなりません。

私はバスケットボール界では結構きつい意見も述べてきましたが、これも日本のバ

スケットボールがより良くなることを願ってのことです。しかし、現在の立場では皆

さんの意見をより多く吸い上げて、全体をまとめていく役に徹しています。理事会で
も活発に意見がでるようになりましたし、全体的にもいい方向に向かっていると自負
しています｡」

－日本協会への協力という意味では、幸い私どもは少々時間もとれますので、何
かお役に立ちそうなことがありましたら協力しますので、ご遠慮なくお申し出
いただきたいと存じますが。

「大変有難いお申し出と感謝します。日本協会はＰＲ面ではいささか弱点もあり、そ
の辺を補完していただければ幸いですので、是非ご協力をお願いしたいと思います。

今までやってきた財政改革、強化の長期方針に加えて次は構造改革を考えており、日
本協会も大きく変わらなければならないと思います。

日本のバスケットボール強化発展のために、これから自分が犠牲になっても、しっ
かりやっていくつもりでいますので、よろしくお願いします｡」

－大変ご心労も多いことと思いますが、健康には十分ご留意のうえ日本バスケッ
トボールのためにご尽力いただきたいと存じます。振興会も微力ながら日本協
会には積極的に協力致しますので、これからもよろしくお願い致します。本日
は大変有難うございました。
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※日本バスケットボール協会事務局長

このほど日本協会では富沢事務局長がＪＢＬへ出向し、代わって広報部長の早川忠

雄氏が兼任で事務局長に就任されました。

－９－



日本バスケットボール協会中長期強化計画
日本バスケットボール協会は去る５月に「世界で勝てる」チーム作りを目指し

て、従来の強化体制を抜本的に見直し、「ＪＡＢＢＡ変革２１」と称する中長期強

化計画を発表しました。その内容について以下に概要をご紹介します。

はじめに

強化本部長尾崎正敏

バスケットボール日本代表チームは、男子は１９７６年のモントリオールオリンピ

ック、女子は１９９６年のアトランタオリンピックを最後に出場の機会から遠のいて

おります。また、世界選手権大会は１９９８年の男子ギリシヤ大会、女子ドイツ大会

にアベック出場を果たしましたが、それぞれ１４位、９位という成績で、世界で

は勿論、アジアにおいてもますます遅れをとりつつあるという危機感に迫られて

いるのが日本の現状であります。

日本バスケットボール協会強化本部では、世界的にもアジアにおいても遅れを

とっている現状を再認識し、「世界で勝てる」チーム作りを目指し、従来の強化体

制を抜本的に見直すことといたしました。

日本の長身選手も増加傾向にはあるものの、世界の強国の長身選手との競り合

いでは、まだまだ見劣りする部分があることは否めません。長身選手の育成が今

後の重要テーマであることは言うまでもありませんが、こうした条件下、世界に

伍して戦い、そして「世界で勝つ」ためには、「日本のオリジナルバスケットボー

ル」を構築する必要があります。

では、オリジナルバスケットボールとは何か。強化本部では、「日本人の特性で

ある走力、敏捷性、スピードを最大限に活かした平面的でハイペースなバスケッ

トボール」こそ、日本のオリジナリティであり、再生への活路を開くポイントで

あると考えております。オールコートディフェンスを中心に据えたディフェンス

のバリエーション、オフェンスに転じた時のスピーディな展開は、国際ルールの

変更（８秒ルール、２４秒ルール、クオーター制と４ファウル制）にもマッチし、

世界の強国との差を縮める可能性を持っています。

強化本部ば２０年先までも見据えた日本の強化策を「ＪＡＢＢＡ変革２１」と

銘打ち、具体的なプランニングに着手します。今回その骨子をまとめております

が、活力ある強化本部の構築のもと、（１）日本代表チームの強化、（２）底辺の

拡充と選手の育成・強化、（３）指導者の育成、を基本的な活動方針として掲げ、

強化本部を中心にして議論を尽くし、さらにはご関係の皆様との積極的な意見交

換により、これらの活動を成功させたいと考えております。

我々のゴールはオリンピックと世界選手権の両大会に日本代表チームが出場す

ることは勿論、「オリジナルバスケットボール」を駆使して世界が瞳目する戦いを

繰り広げることにあります。そして２０年後には、これら国際大会において入賞、

メダル獲得を狙うに十分な実力をつけた日本代表チームが編成されるように努力

して参ります。

－１０－



【男子／女子強化部会】

･各カテゴリーのセクションの管理、指導助言
･強化本部の方針を受け、強化案の作成
･各代表監督･選手の選考

’

ブJＩ４ＢＢ４

ミニから日敦付菱チームまでの－貢した強仏j敏制

活力ある強化ﾉ衣部
強仏教部の』継爵と笹罰分撞

【強化本部組織図】

■役割分担の明確化

団男女､縦横など本部内各セクションの情報流通の活性化､連携の強化

’’
’ 一Ｉ

男子／女子強化部

【強化本部会】
･世界･日本を全体的に見渡した中長期強化計画の
策定
･日本のオリジナルパｽｹｯﾄの具体的方針を決定・
伝達
･各日本代表チームの指導者および選手の最終選
考

卦………｡｡'_難蝿

二

Ｉ

Ｕ－２４

(U-20）

委員会

当面の強化は、中国や韓国などアジア(/)ライバルに打ち勝ってアテネオリンピ

ック男女アベック出場を３カ年計画といたします-が、同時に中長期的な視野に立

って活動し、最適な強化策を図り、日本が国際舞台で活躍出来る日の一日も早か

らんことを願っております．

「ＪＡＢＢＡ変革２１ｊならびに日本バスケットボール協会への、ご関係の皆
様のご理解とご協力をお願い申し上げます‘．

ﾅｼｮﾅﾊ

委員会

－１１－

規則審判部

【各委員会】

･ナショナル委員会(日本代表)、Ｕ-24委員会(ユニ

バ)、Ｕ-20委員会(ヤングメン/ヤングウーメン)、Ｕ-

18委員会（１８歳以下)、Ｕ-15委員会（１５霞以下)、

U-12委員会(12歳以下）

･各委員会から有望選手の発掘･育成を行い、各代
表チームと直結する

･男子／女子強化部の方針を受け、具体的なスケ

ジュールの作成、各日本代表監謡の推薦および候

補逆手の選考を行う
．世界やアジアの大会に向けた継続的な計画に基づ

き強化を実践する

Ｕ－１５

委員会

Ｕ－１２

委員会

Ｕ－１８

委員会



弓・号:強化計画｢20年構想｣のｓ本

呂.･代チームのｆ:化
■３カ年計画(2002～2004）

→年齢別カテゴリー制度

２００

ＯＯ４年

２００

2020年以降

１１凹隔

】【】Ｒ函

■ﾐ二からの一貫強化育成システム
→エンデバー制度

■指導者の育成システム
→コーチライセンス制度

■■■

：大会 男 本隣 催

世界とのて日本オリジナノバスケッハール－ｺ．,

－１２－



｜日本代表ﾁｰﾑの強化

一三テー テ

指導者の育成 ＝
底底辺の拡充と
手の育成･強化選 強

玉=賑｢2碑瀧_,あ実現へ－
2004年アテネオリンピック出場
2008年北京オリンピック出場

2010年～世界選手権大会｡オリンピック常時出場
2020年～入賞､メダル獲得

で刀日衣代菱チームの強化
鋤糊Kカテゴグー制度

【①年齢別カテゴリーのシステム】
画主に国際バスケットボール連盟(ＦＩＢＡ)主催大会の年齢別カテゴリーに対応したチーム編成を行う

カテゴリー主体となる年代 構成内容

日本バスケットボール協会に所属するすべて

日本代表’5歳以上：琴雲慈灘議窪灘窪蒙
らピックアップし最強チームを編成する

主な国際大会

オリンピック
世界選手権
アジア選手権

年齢制限

なし

U-24日本代表大章蕊鐸i;,内繍蝋鍵驚認翼愚議ﾕﾆバー ｼｱー ﾄ゙
28歳以下

大学卒業
2年以内

２０歳以下で黄格を有する者の中からビック

U-20日本代表，0歳以下ｱｯし､同本代菱やU-24日本代雲に直結難難j写鍔息纂”歳以下
する選手の育成

Ｕ－１８日本代表１８歳以下

Ｕ－ １ ５ １５歳以下

Ｕ－ １ ２ １２歳以下

１８歳以下の高校生を中心としたジュニア層

よりピックアップ、Ｕ－１５からも優れた

選手を登用

１５歳以下の中学生を中心とした層よりピ

ックアップし国内でのレベルアップを行う

１５歳以下の中学生を中心とした層よりピ

ックアップし国内でのレベルアップを行う

－１３－

ジュニア

世界選手権／アジア選手権１８歳以下



【②強化スケジュールの作成】(日本代表ﾁー ﾑの活動期間の優先確保と効率的なｽｹジｭー ﾙの作成）
Ａ)目標とする大会の設定

■オリンピック･世界選手権大会前の3年間､アジア選手権大会前の2年間を日本代表チーム強化期間として設定

■対応したセレクション期間､強化合宿､海外遠征等の立案

■カテゴリー間の連携

B)情報収集活動

■世界各国での公式ゲーム､招待ゲーム等のスケジュール把握

■上記各ゲームスケジュールに対応したスカウティング､あるいは海外遠征の実施

Ｃ)日本代表チームの活動を最優先にした調整

■国内大会(全日本総合､JBL､WJBL､インカレ､ウインターカップ等々 )スケジュールを必要に応じて調整

D)目的と全体スケジュールの明確化･選手の派遣依頼とフォロー
■選手の所属団体､所属チームの理解･協力の取り付け､信頼関係の構築

【③指導者の一貫性】
■年齢別カテゴリー日本代表にリンクした指導者の起用と､体制の継続

■過去にオリンピックや世界選手権で指導者･選手として活躍した人材の活用

【④選手の発掘と育成･強化】
■長身者の発掘と育成･強化

■能力ある若手選手の日本代表チームへの抜擢～国際大会･海外遠征参加機会の拡充
■精神面の強化､海外でのコミュニケーション能力の向上

【⑤バスケットボール界の情報収集とその活用】
■「アジア｣｢世界｣のバスケットボール界の情報収集と分析のためのスタッフの確保

■分析結果を活用できるシステムの構築､データの蓄積

【⑥年齢別カテゴリー日本代表の支援体制の整備】
■体力､精神面についての科学的トレーニングスタッフの充実(国立スポーツ科学センターとの連携）
■けがの予防､治療などのメディカルチェック体制の構築

(:ａ の育成･強化
エン気バー鰯度

■プレーヤーのレベルにあわせた環境の整備
■チーム･指導者･審判･大会の充実、

底辺からの一貫した指導方針

■将来の日本代表チームでの活躍を想定した、
計画性のある強化スケジュール

エンデバー制度
end“v⑪r;努力(する）

【エンデバー制度とは】
■より高いレペルを目指したプレーヤーや指導者
の、講習･交流の場

■年齢別カテゴリー(Ｕ-12,15,18,20,24)、

エリア(各地区､４７都道府県､９ブロック､トップ）

単位で編成する

－１４－
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トップエ

日本代言

各年代Ｃ

上位レハ

ンデバーまで達した選手は

表候補の実力とみなされ、
の日本代表候補として更に

ベルでの活動を開始する

ロ
｜
｜
雄
一
癖

啓
一
鑑
一
静

世
界
選
手
権

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ア
ジ
ア
選
手
権

:鐸認蚕

ー
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■

謹選蕊璽剛韮霊霊 醇○

Ｕ－１２

ンデバー

ビッグマンキャンブなどの特別活動

４７都道府県

9ブロック

(北海道･東北･関東・
(東海･近畿･中国･匹

繍加溺埜デバｰ弘聯瀞
、､一両････-海｡．；；

綴鞠溺埜デバｰ弘聯瀞
、､一両････-海｡．；；

北信越）

国･九州）

都道府県エンデバー

ロ 甲 ■

地区エンデバー

1蚤
ｑ
ｄ

ｒ
町

＆'型[二両層 ’

日

本
代
表

｜③都道府県エンデバー
｡Ｕ-15～Ｕ－１８の中心的な活動単位

･ブロックエンデバーに向けての選手選考､地区エンデバーより
高いレベルでの練習会･指導者誠習を行う

･ブロック･都道府県から選出されたスタッフが運営･指導にあたる

④地区エンデバー
．Ｕ-12～Ｕ－１５の中心的な活動単位

･都道府県によって数や規模が変わるが､都道府県を地区や

市町村単位などに細分化し縄成する

①トップエンデバー
・年齢別カテゴリー･ピラミッドの頂点にあたる

．日本協会が主催｡運営する
.年間スケジュールの鯛整を行い､３名程度の指定指導者により、
通算２０日程度の練習や合宿などを行う

②ブロックエンデバー
・北海道･東北･関東･北悟越｡東海.近畿.中国.四国.九州の
９ブロックに分割する

．トップエンデバーに向けて､都道府県エンデバーより高度な

練習会､合宿､大会､選手選考､指導者講習を実施
・トップエンデバー指定指導者と各ブロック担当の日本協会

スタッフ､ブロックから選出されたスタッフが運営.指導にあたる

｜エンデバニ制度一～’



③指導者の育成
コーチライセンス繊度

【コーチライセンス制度の充実】
「強い意思｣と｢豊富な経験｣と｢行動力｣ある指導者の育成

日本協会､都道府県協会の指導者育成担当者の連携

競技力地域スポーツ

【茎引一J藍
共通科目門科目共通科目

【コーチライセンス一覧】

公鯉A級ｺーチ 公哩B級ｺーチ 公鯉Ｃ組ｺーチ 地域スポーツ指導員

資格哩定 日本体育鰹会･日本バスケットボール協会

資格取得条件 日本体育協会･日本バスケットボール協会が主催する旗習会を受蹟し､所定の成績を修めること

目安とする指導対象年齢 ナショナルチーム 18塗以上 15趣～18崖 12蟻以下

資格有効期間 4年 4年 4年 4年

資格取得讃習会開催団体 日本体育憧会･日本バスケットボール協会 ４７極退府県バスケット也会･日本体盲纏会

填習会名称 公理A級.寺養成演習会 公浬Ｂ組ｺー ﾁ養成蹟習会 公理C級ｺｰﾁ養成隅習会 地域スポーツ指導員鯛習会

膜習会開催数 年１回(A/B/Cのいずれか） 各都道府県協会にて決定

募集人員(1ｺー ｽあたり） ４７人 40人

－１６－

各個退飼魚雄■ｺｰﾁ(JABaA公堕→）

日本バスケットボール協会

各都道府県協会(平成13年のみ）

18歳以上

4年

47都道府県バスケット協会など

各都道府県協会にて決定

各都道府県鰹会にて決定

各都道府県協会にて決定
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【世界選手棺】 【アジア大会】 【アジア選手権】

第１回ニューデリー２位

第２回マニラ３位

第３回東京３位

第４回ジャカルタ２位

1 9 6 0 年 第 １ 回 マニラ３位

1963年第２回タイペイ不参加第４回ﾘｵﾃﾞｼﾞｬﾈｲﾛ１３位

第５回バンコク４位

繁５回モンテヴィデオ１１位

第 ６ 回 リ ュ ブ リアナ不参加第６回バンコク３位

第７回サンフアン不参加第７回テヘラン７位

第８回マニラ不参加第８回バンコク４位

第９回カリ不参加第９回ニューデリー３位

第 1 0 回 マ ド リッド不参加第10園ソウル６位

第１１回う．ｴﾉｽｱｲﾚｽ不参加策11回北京４位

第12回トロント不参加第12回広島３位

第 1 3 回 ア テ ネ１４位第13回バンコク１０位

第14回ｲﾝﾃ・ｲｱﾅﾎﾞﾘｽ不参加第14回釜山2002年10月

1955年第３回ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ優厨

1967年第４回ソウル３位

1969年

1971年

1973年

1975年

1977年

1979年

1981年

1983年

1985年

1987年

1989年

1991年

1993年

1995年

1997年

1999年

2001年
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３
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３
４
３
７
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５
６

バンコク

東京

マニラ

バンコク

ｸｱﾗﾙﾝﾌ゚ ﾙー

名古厘

カルカッタ

ホンコン

ｸｱﾗﾙﾝブー ﾙ

バンコク

北京

神戸

ジャカルタ

ソウル

リヤド

福岡

上海

参毒j群¥:女子日本ﾓ麦チームの国隙大会でのｲ聯『
【アジア選手権】【アジア大会】【世界選手檀】【オリンピック】

サンチヤゴ

ﾘｵﾃ゙ジｬﾈｲﾛ

モスクワ

リマ

不参加

不参加

不参加

９位

参考j6脚:男子日敦総表チームの国僚大会での戦綴

1953年

1957年

1959年

1964年

1965年

1967年

1968年

1971年

1972年

1974年

1975年

1976年第21回モントリオール５位

1978年

1979年

1980年第２２回モスクワ不参加

1982年

1983年

1984年第23回ロサンゼルス不参加

1986年

1988年 第 2 4 回 ソ ウ ル．不参加

1990年

1992年策25回バルセロナ不参加

1994年

19 9 6 年策26回アトランタ７位

1998年

20 0 0 年露27回シドニー不参加

2002年

1965年第１回ソウル２位

第５回プラハ５位

第６回サンパウロ ５ 位

タイペイ２位

ｸｱﾗﾙﾝﾌ゙ &ー優厨

タイペイ不参加

ソウル ２位

回
回
回
回

２
３
４
５

第
第
第
第

1968年

1970年

1972年

1974年第７回テヘラン優麗

２位第７回カリ

位
位

３
３

1976年第６回ホンコン

1978年第７回ｸｱﾗﾙﾝﾌ゚ ﾙー第８回バンコク３位

６位第８回ソウル

位
位

３
３

1980年第８回ホンコン

1982年第９回東京第９回ニューデリー３位

第９回サンパウロ１２位

第10回モスクワ不穆加第10回ソウル３位

第11回ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ１２位第11回北京４位

繁12回アデレード１２位第12回広島２位

第13回ベルリ ン９位第13回バンコク優厨

策14回蘇州2002年９月第14回釜山2002年10月

位
位
位
位
位
位
位
位
位
位

３
４
４
３
３
３
３
２
２
２

1984年

1986年

1988年

1990年

1992年

1994年

1995年

1997年

1999年

2001年

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

上海

ｸｱﾗﾙﾝﾌ゚ ﾙー

ホンコン

ｼﾝｶ゙ ﾙー

ソウル

仙台

齢岡

バンコク

静岡

バンコク

－１７－
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生
茶
の
お
い
し
さ
が
全
国
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
コ
ク
と
す
っ
き
り

を
あ
わ
せ
も
っ
た
、
生
茶
葉
の
う
ま
み
の
お
か
げ
で
し
ょ
う
か
。

あ
の
人
が
、
そ
し
て
み
ん
な
が
、
今
日
も
生
茶
を
飲
ん
で
い
る
。

み
ん
な
が
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へ 心 ざ

Ｆ1１ ＝

情熱とは、 あなた自身の内なる炎。

一達にトレーニングし励むときも

戦いに敗けても挫けず

何度も果敢に挑戦し続けるときも、

熱く､まばゆく燃え続ける。

職烈な戦いのなかで、

すべての敵を焼き尽くしてしまうまで。

己ＦＩＢＡ

■ａｂｃ

■ＪＢＬ

ｑＷＪＢＬ

亨冒▽丙亨

‘奮鋤､JBL
(国際バスケットボール連盟)主催国際大会唯一の公式試合球

(アジアバスケットボール連盟)主催大会唯一の公式試合球

(バスケットボール日本リーグ機構)主催大会唯一の公式試合球

(バスケットボール女子日本ﾘー グ機柵)主催大会唯一の公式試合球

MTB7WWJB20207号球￥7,BOO(メーカー希望小売価格）

国隙公認球･検定球･貼り･天然皮革･ワイドチャネル
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